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	appA遺伝子のプロモーターはヒトサイトメガロウイルス（CMV）初期即時型プロモーターであり、ターミネーターはヒトリポコルチン1遺伝子のターミネーター配列及び3’非翻訳領域である。その他に、S. pombeの接合因子に由来する分泌シグナルが組み込まれている。appA遺伝子発現カセットは、相同組換えにより宿主ゲノムの一箇所の遺伝子座に組み込まれ、栄養要求性により選抜されている。
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